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  カニムシとは 

カニムシとは、鋏角亜門 クモガタ網 カニムシ目の生物で、

クモやサソリの仲間である。 体長は 1~7mmほどである。 

 背景      

日本では、カニムシ等の研究があまり進んでおらず、生息環

境や生活史がわかっているような種類も少ない。 

また、生息している環境がわかっていても大雑把にしかわかっ

ていない。そこで、土壌の性質と生息しているカニムシに関係

性があれば、土壌を調べられている地域ではインベントリー調

査などを行いやすくなり、調べられていない地域ではカニムシを

調べることで土壌の性質を知れるのではと思い、この研究をは

じめた。 

調査方法 

10㎝×10㎝×10 ㎝の土を採取し、ツルグレン装置(以

下、ツルグレン)にかける。そこで採集できた土壌生物を、自然

度を判定するための土壌動物のグループ分けに入っている生

物とカニムシを分ける。カニムシは科まで同定した。 

土壌の性質を調べるため、ツルグレン前（水分を含んでいる

状態）とツルグレン後（乾燥した状態）の重さの違いを調

べ、PH、EC（電気伝導率）を調べる。 

 

結果 

乾燥前の土の重さは 610ｇ、乾燥後は 504g であった。ツ

ルグレンによって抽出された生物の重さは考慮していない。 

 

上左の図から、100点を満点とし、点数を付けた結果 29

点となった。 

土壌の PH は中性を示した。 

EC は中学のプロジェクト学習の手作り装置で地下探査班

で出た値を使用して計算したが、0.02 と通常の土壌では考

えにくい数値が出た。 

考察 

生息する土壌生物によって点数をつけたが、この点数が高い

のか低いのかわからないので、これから比較対象を増やしてか

ら判断していきたい。 

採集できたカニムシはツチカニムシ科(カブトツチカニムシ属) 

8 匹 コケカニムシ科 2匹となりました。カブトツチカニムシは

保存状態の良い森林土壌に生息するといわれている。また、

岡山県の調査でも発見されているコケカニムシ科のミツマタカ

ギカニムシは、初期二次林や人為的影響を強く受けた森林

では密度がきわめて低く、時には全く採集されないといわれて

いる。そのため種は同定できなかったが、カニムシ相から見る土

壌環境は良いといえるかもしれないと考える。 

土壌環境については、有効な数値があまりなく、判断材料が

少なかったため、性質などはわからなかった。

 


